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研究成果の概要（和文）：会計知識が果たす役割について，文献調査，サーベイ調査，実験室実験などによって検証を
行った。その結果，発見した事実は次のとおりである。1つ目は，会計知識の有無が意思決定を洗練させることがある
ということである。2つ目は，会計知識が順序効果などのバイアスを引き起こすこともある。3つ目は，このような機能
と逆機能があるが，会計知識は正の経済的帰結をもたらすこと，である。

研究成果の概要（英文）：I have studied the role of accounting knowledge, by a literature review, survey 
research, and laboratory experiments. As a result, I found three important facts. First, there is a 
presence of accounting knowledge to refine the decision making. Second, sometimes accounting knowledge 
causes bias, such as order effect. Third, accounting knowledge bring positive economic consequences, even 
though the accounting knowledge have both a function and a dysfunction.

研究分野： 会計学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景は，次の2点である。まずは，
会計教育活動から派生した背景なのだが，IT
技術などにとってかわられつつある会計計
算の技法(簿記や原価計算など)の学習がど
のような効果を学習者にもたらしているの
かについて，経験的な証拠が不足していると
いう背景である。もう一つが，中小企業など
を対象とした会計システムの導入研究にお
ける，会計知識の導入トリガーとしての役割
である(新井・北田, 2010)。これらの背景か
ら，会計知識が果たす役割について，詳細な
研究の必要性が確認され，本研究が開始され
た。 
 
※ 新井康平, 北田皓嗣. (2010). 「実務家

の視点」 に基づく管理会計研究方法の展
望. Hirao School of Management review, 
1, 1-16. 

 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は，次の 2点である。 
1 点目は，内部妥当性に焦点をあてたもの

であり，会計知識が意思決定に及ぼす影響を
明らかにすることである。これは，様々な意
思決定下における会計情報の役割を明らか
にすることで，会計知識がどのような状況下
で，どのように意思決定を洗練させる，ある
いはバイアスをもたらすのかを明らかにす
ることである。 
2 点目は，外部妥当性に焦点をあてたもの

であり，この会計知識が従業員へどのような
経済的帰結をもたらすのかを明らかにする
ことである。これは，会計知識が，結局，個
人に対してどのように帰結するのか，あるい
はその帰結の効果はどれほどなのかを検証
するためのものである。 
 
 
３．研究の方法 
 前者の研究目的を果たすために，実験経済
学的な複数の実験室実験を実施した。具体的
には，福島・妹尾・新井(2013)，佐久間・新
井・妹尾・末松(2014)，妹尾・新井・福島(2015)，
Nishii, Arai and Senoo(2015)などにまとめ
られているとおりである。 
 福島・妹尾・新井(2013)は会計知識の正の
影響を検証するための実験室実験である。具
体的には，学部生を対象としたボーナス配分
実験を行い，会計知識と業績評価の相対性の
検証を行った。佐久間・新井・妹尾・末松
(2014)は，投資評価を実施する際の会計情報
の役割を探求した実験室実験である。ここで
は，財務情報の役割が，非財務情報に対して
どれだけ効果のあるのかを検証しようとし
ている。妹尾・新井・福島(2015)は，福島・
妹尾・新井(2013)のデータを転用し，順序効
果という意思決定バイアスが会計知識とど
のように関係しているのかを明らかにする

た め の も の で あ る 。 Nishii, Arai and 
Senoo(2015)は，会計知識の獲得初期段階に
おける個人の特性の影響を確認するために
教室をフィールドとしたサーベイ調査であ
る。学部生を対象に，ビッグ・ファイブ型の
性格で特性し，簿記の成績との関連を把握す
るものである。 
 後者の会計知識の経済的帰結を明らかに
するという研究目的を果たすために，新井・
服部(2014)である。新井・服部(2014)は，エ
ビデンス・レベルが低いという問題があるも
のの，1,034 名の企業に勤務する多様な実務
家を対象としたウェブ・サーベイ調査を行い，
会計知識と年収の関係などを明らかにした。 
 
 
４．研究成果 
福島・妹尾・新井(2013)は，「業績報告の

形式は，その情報を踏まえた意思決定者にど
のような影響をあたえるのか」という問題意
識のもとに実施された実験室実験である。バ
ランスト・スコアカードなどの非財務情報を
活用したマネジメント・システムの登場以降，
提供する情報およびその形式が意思決定に
与える影響は，一定の研究蓄積をえている。
例えば，財務－非財務指標間の因果関係の明
示が意思決定を洗練させること，例え誤った
因果関係を明示ししたとしても因果関係を
明示しない場合よりも意思決定が洗練され
ること，そして非財務情報の強調は場合によ
っては行き過ぎた資源配分を誘発すること，
などが確認されてきた。対して，本研究は，
このような研究の系譜を踏まえて，残された
課題である「非財務情報による因果関係の明
示は，財務情報よりも常に有効なのか」とい
う点に取り組む。具体的には，先行研究との
継続性も考慮し，また専門性バイアスを避け
るため，神戸大学経営学部などの学部生を対
象とした実験室実験を行い，この問題に取り
組むこととした。実験の結果，１）発生主義
的な費用配分を行わない場合，資源配分が妥
当になるまでに相対的に時間がかかること，
２）非財務情報ではなく，減価償却などの方
法を用いて財務情報で因果関係を明示した
場合でも，妥当な資源配分が迅速に達成され
ること，が示された。これは，業績報告形式
において，非財務情報が常に有効というより
は，因果関係の明示こそが重要な役割を果た
していることの証左となる。この結果の解釈
は，会計知識がないと自信をもって評価が行
えない，ということになるだろう。しかしな
がら，同じ実験データを別の角度から再分析
した妹尾・新井・福島(2015)では，会計知識
が高い場合，業績の提示順序によるバイアス
が働きやすいなど，逆機能的な側面の存在も
指摘した。 
佐久間・新井・妹尾・末松(2014)は，財務

情報が非財務情報に比べて因果関係を明示
する役割が小さく，これは間接的に財務情報
の理解のために会計知識の役割が必要とな



る点を示唆した。この研究では，業績報告の
形式は情報利用者の意思決定にどのような
影響をあたえるのかを検討した。バランス
ト・スコアカードなどの非財務情報を活用し
たマネジメント・システムの登場以降，提供
する情報やその形式が意思決定に与える影
響は，一定の研究蓄積をえている。先行研究
では，先行指標である非財務情報を用いるこ
とで，意思決定から財務業績に至る因果関係
を認識しやすくなり，結果として意思決定が
洗練されることが予測されてきた。この予測
をもとに，財務・非財務指標間の因果関係の
明示が意思決定を洗練させること，誤った因
果関係でもそれを明示しない場合よりも意
思決定が洗練されること，定量的な非財務情
報による因果関係の明示は，行き過ぎた資源
配分を誘発する場合があることなどが確認
されてきた。本調査はこのような研究を踏ま
えて，「非財務情報による因果関係の明示は，
財務情報よりも常に有効なのか」という残さ
れた課題に取り組む。具体的には，先行研究
との継続性も考慮し，また専門性バイアスを
避けるため，神戸大学経営学部などの学部生
を対象とした実験室実験を行う。実験の結果，
1）発生主義的な費用配分を行わない場合，
資源配分が妥当になるまでに相対的に時間
がかかること，2）非財務情報ではなく，減
価償却などの方法を用いて財務情報で因果
関係を明示した場合でも，妥当な資源配分が
迅速に達成されることが示された。これは意
思決定を改善する上で重要な点は，非財務情
報か財務情報かという表示形式の違いより
も，因果関係の明示それ自体であることの証
左となる。 
Nishii, Arai and Senoo(2015)では，会計

知識の受容における特性を調査し，少なくと
も日本においては性格のような個人属性が
簿記のような会計知識の獲得に影響する部
分は僅かであり，会計知識は多くの学生・従
業員に広く門戸を開いている可能性を示し
た。具体的な分析結果は，次のとおりとなっ
た。まず，統制変数を含めない分析モデルの
結果から，性格と簿記の成績には有意な関係
が存在した。まず，情緒不安定ではないほど
簿記の成績が良くなる。また，開放的ではな
いほうが簿記の成績が良くなる。そして，調
和的ではないほうが簿記の成績が良くなる
ことが示された。しかしながら，統制変数を
含めた場合，これらの結果についてはほとん
どが有意ではなくなる。統制変数を含めたモ
デルの結果によれば，開放的ではないほど簿
記の成績が良くなる，という関係以外に有意
な関係はみてとれない。しかし，統制変数は
全て有意に影響している。さらには変数選択
の観点から，モデル間の AIC（赤池情報量基
準）を比較した場合，性格変数と統制変数か
らなるモデルのほうが優れているといえる。
これら結果から，性格特性がダブルスクール
などの選択を促し，結果として簿記の成績が
向上するという間接的な因果関係を想定す

ることが出来るだろう。つまり，性格と簿記
の成績には，知性開放性を除けば，間接的な
因果関係のみが存在するといえるだろう。 
そして，新井・服部(2014)は，会計情報の

利用者が有する会計知識が，個人にどのよう
な帰結をもたらすのかを検証したものであ
る。これまで，会計知識が意思決定に与える
影響については，実験室実験によって検証が
進められてきた。その結果，会計知識が様々
な意思決定に影響をあたえることについて
は高い内的妥当性を確認してきたのだが，対
して，会計知識が一般的にどのような個人的
帰結をもたらすのかについては検証が行わ
れてこなかった。そこで，様々な職種・業種・
年齢の実務家を対象としたサーベイ調査を
実施した。その結果，職種・業種・年齢など
の影響をコントロールしたうえでなお，会計
知識は報酬を増加させる要因となっていた
ことが明らかとなった。また，経営学という
他の知識との弁別妥当性についても確認し，
そのような知識の影響を統制した上でなお，
会計知識の報酬への影響がみられることが
明らかとなった。 
このような一連の研究からわかったこと

は，まとめると次の 3点になるだろう。 
 
１． 会計知識があるとコストマネジメント

や投資決定，業績評価上良い決定ができ
る 

２． しかし，場合によっては会計知識が逆機
能的なバイアスをもたらす 

３． 会計知識による機能がバイアスによる
逆機能を上回っているため，結果として
会計知識が報酬に正の影響を与える 
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